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村
遊
び
は
、
村
の
神
々
に
五
穀
豊
穣
を

感
謝
し
豊
年
を
祈
願
す
る
た
め
、
ア
シ
ビ

ナ
ー
（
遊
び
庭
）
な
ど
で
演
じ
ら
れ
る
奉

納
舞
踊
で
、
旧
暦
の
八
月
十
五
日
前
後
に

催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
日
は
、
長
者
の
大
主
、
ミ
ル
ク
加

那
志
、
獅
子
な
ど
の
来
訪
神
を
招
来
し
、

村
人
た
ち
に
よ
る
村
遊
び
が
華
や
か
に
執

り
行
わ
れ
ま
す
。

演
目
は
、
人
間
生
活
の
中
で
最
も
理
想

的
な
姿
で
あ
る
福
禄
寿
の
徳
を
兼
ね
備
え

た
長
者
の
大
主
で
始
ま
り
ま
す
。
続
い
て

狂
言
（
ち
ょ
う
ぎ
ん
）、ヤ
ナ
ム
ン
（
悪
霊
）

を
百
獣
の
王
で
あ
る
獅
子
の
力
に
よ
っ
て

祓
う
獅
子
舞
、
常
に
若
々
し
い
生
命
力
を

観
客
に
与
え
る
若
衆
踊
、
薩
摩
流
れ
で
江

戸
の
匂
い
を
充
満
さ
せ
た
二
才
踊
、
勇
壮

な
棒
踊
、
沖
縄
古
来
の
信
仰
を
首
里
親
国

の
士
族
の
姿
で
登
場
さ
せ
た
女
踊
、
明
治

以
降
に
作
ら
れ
た
劇
の
狂
言
、
最
後
に
英

雄
ら
の
興
亡
を
ド
ラ
マ
化
さ
せ
た
組
踊
を

演
じ
て
終
り
ま
す
。

村
遊
び
を
催
し
て
い
る
の
は
、
幸
地
、

棚
原
、
翁
長
、
小
那
覇
、
我
謝
、
小
波
津

な
ど
で
、
特
に
今
年
は
、
小
波
津
で
七
年

ま
ー
る
村
遊
び
が
開
催
さ
れ
る
年
に
あ
た

る
た
め
、
小
波
津
の
村
遊
び
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

も
と
も
と
の
小
波
津
の
村
遊
び
は
、
す

べ
て
男
性
が
行
い
、
様
々
な
踊
り
や
組
踊
、

狂
言
、
獅
子
舞
な
ど
が
俄
か
造
り
の
舞
台

で
演
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

村
遊
び
を
開
催
す
る
に
は
膨
大
な
費
用

を
費
や
し
た
の
で
、
明
治
末
期
ご
ろ
か
ら

七
年
ま
ー
る
（
六
年
越
し
）
で
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
五
七
年(

昭
和
三
二
）
頃
ま
で
は
、

旧
暦
の
八
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の

三
日
間
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
九
六

七
年
（
昭
和
四
二
）
か
ら
は
生
活
形
態
の

変
化
に
よ
り
、
旧
暦
八
月
十
五
日
の
一
日

の
み
の
開
催
と
な
り
、
つ
い
に
は
、
一
九

七
五
年
（
昭
和
五
十
）
の
開
催
を
境
に
途

絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
小
波
津
の
伝
統
芸
能
の
伝
承

に
関
わ
ら
れ
た
先
輩
方
や
小
波
津
区
民
の

熱
い
思
い
か
ら
、
二
○
○
五
年
（
平
成

十
七
）
に
小
波
津
伝
統
芸
能
保
存
会
が
中

心
と
な
っ
て
復
活
さ
せ
、
今
回
は
、
二
○

一
一
年
（
平
成
二
三
）、
二
○
一
七
年
（
平

成
二
九
）
に
続
く
開
催
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
演
目
は
、
舞
踊
（
か
ぎ
や
で
風
、

小
波
津
音
頭
、
赤
田
花
風
節
）、
棒
・
獅

子
舞
、
狂
言
、
教
訓
歌
劇
（
新
垣
松
三
物

語
）、
組
踊
（
父
子
忠
臣
）
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
村
遊
び
の
最
後
を
飾
る
「
父
子

忠
臣
」
は
、
夜
戦
で
討
ち
と
ら
れ
た
主
君

の
仇
を
討
つ
べ
く
、
離
散
し
た
忠
臣
が
恩

納
山
で
出
会

い
、
そ
こ
で

仇
を
討
つ
物

語
で
、
忠
臣

の
兼
本
大
主

と
山
城
の
比

屋
父
子
の
立

ち
回
り
や
踊

り
、
長
台
詞

（
な
が
ぜ
り

ふ
）
の
掛
け

合
い
な
ど
が

見
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
狂
言
や
教
訓
歌
劇
は
、
プ
ロ

顔
負
け
の
演

技
で
、「
小
波

津
音
頭
」
は
、

区
民
が
創
作

し
、「
赤
田
花

風
節
」
は
、

同
区
に
伝
わ

る
歌
と
踊
り

が
あ
り
ま

す
。ま
た
、棒・

獅
子
舞
は
、

鋭
い
眼
光
と

低
い
姿
勢
で

邪
気
を
払
う

演
舞
に
な
っ

て
お
り
、
小

波
津
独
特
の

伝
統
芸
能
が

披
露
さ
れ
ま

す
。開

催
日

は
、
十
月
一

日
で
す
の
で
、

是
非
、
こ
の

機
会
に
地
域

の
伝
統
行
事

に
触
れ
て
は

い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

（
参
考
文
献
）「
沖
縄
大
百
科
事
典
」「
西

原
町
史
」「
小
波
津
誌
」

※
各
地
域
の
村
遊
び
開
催
に
つ
い
て
は
、
各

自
治
会
に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

小
波
津
七
年
ま
ー
る
村
遊
び

10
月
１
日
開
催

お
問
い
合
わ
せ
文
化
課
文
化
財
係  
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　ランニングしながら
地域内をパトロールす
るボランティアグルー
プ「パトラン西原」（佐

さ

藤
とう

礼
あや

子
こ

）代表）が西原町
役場を訪れました。

　同グループは昨年の11月から週2回、防犯パトロールを兼ね
てランニングをする活動を開始。ランニング中に街灯切れや
道路の危険個所、不法投棄などをチェックし役場に連絡した
り、街中やビーチのゴミ拾い、子どもや高齢者に声かけをする
など、地域の環境美化や防犯に貢献しています。
　佐藤代表は「街灯切れで暗くて危ない道や道路へのごみ投棄
も多いので、町には改善に向けた協力をお願いしたい。またパ
トラン西原メンバー募集中です！」と話しました。　
お問い合わせ　佐藤代表　☎090-8835-1721

　8月に北海道で行われた全国高等学校総合体育大会におい
て、首里高等学校の平安名はなさん（西原東中学校出身）がなぎ
なたの団体と演技の部で全国制覇し、優勝報告のため役場を訪
れました。なぎなた団体においては、昨年に続く２連覇となり
ます。
　平安名さんは「団体は2連覇がかかり、県代表としてのプレ
シャーが大きかった。でもこのチームなら優勝できると信じ
ていた。優勝した時は、嬉しさで号泣しました」と当時の心境
を笑顔で話しました。

崎
さきはらせいしゅう

原盛秀町長は「プレッシャーに打ち勝ち、優勝することが
でき素晴らしい。町民の誇りです」と称賛しました。

　昨年に続き、西原さわふじマルシェ前の道路用地にヒマワリの
苗木を植えるフラワーガーデンプロジェクトが行われました。
　この活動は西原さわふじマルシェを盛り上げるため西原町
生活研究会とＪＡおきなわ西原青壮年部、西原町職員労働組合
の提案から実現しています。
　7月1日に2,500個の苗木ポット作りと用地周囲の草刈りが
行われ、同22日に苗植えが行われました。ヒマワリは9月が見
ごろです！

　西原町かけっこ教室が、西原町民陸上競技場で4年ぶりに開
催されました。砂

すな
川
かわ

力
りき

也
や

さん（琉球大学教育学部保健体育講座
准教授）と琉球大学陸上部員7名の指導の下、町内の小学生が基
本動作を学びながら、楽しく元気に青空の下を走り抜ける賑や
かな教室となりました。
　教室初日には、管理栄養士の町

まち
田
だ

貴
き

和
わ

子
こ

さん（琉球大学農学
部亜熱帯資源科学科健康栄養科学コース技術職員）による保護
者向け栄養講座も開催。スポーツをする成長期の児童に必要
な栄養補給を説明し、参加した保護者は耳を傾けていました。
　 企業の皆さま飲料の提供ありがとうございます。
(株)沖縄伊藤園より麦茶　沖縄サンポッカ(株)よりグァバ茶　
沖縄コカ・コーラボトリング(株)よりアクエリアス 　「道路、河川愛護の心」を高

めることを目的に、「第42回
西原町道路・河川愛護デー」

（主催 西原町、共催 西原町商
工会、西原町シルバー人材セ
ンター）が実施されました。

猛暑の中60団体、156人が参加し、町道内間小那覇線と小波津
川の草刈りやごみ拾いなど清掃活動を行いました。
　みなさんのご協力により、清掃後はとても
きれいになったりん！ありがとうりん♪

水難事故から命を
守るため、20日に
町教職員向け、29
日に町内児童生徒
向けに[ＵＩＴＥＭ
ＡＴＥ＠沖縄]（中

なか

村
むら

翔
しょう

代表）による
[着衣泳」について学ぶ水難防止講座が開かれました。
　中村代表らは「水難事故の多くは水に入る予定がない場合に
起きる。人は水面上に体の２％が出るので、それを口や鼻に集
中させることで呼吸しながら浮くことができる」と説明し、参
加者は服を着たまま水面に浮く練習をしました。
　最後は、通報してから消防が現場に駆け付ける平均時間であ
る“6分間”浮き続けられるかに挑戦しました。
　参加した西原東中学校の髙

たか
江
え

洲
す

優
ゆう

真
ま

先生は[水難事故の防止
のためプールの授業で子どもたちに教えていきたい」と話しま
した。

　西原町の子ども向けにプログラ
ミング教室を開いているボラン
ティアクラブ「ＣoderDojo西原」

（砂
すな

辺
べ

孝
たか

夫
お

代表）の子どもたちが、
人気ゲーム「マインクラフト」を使
い内間御殿とその周辺の街並みを

制作し、成果報告のため役場を訪れました。
　子どもたちは約半年かけて制作したゲームの世界で内間御
殿をはじめウヮーフルや西原温泉まで再現。また、中には未来
の西原としてゆいレールまで制作されていました。
　琉球大学付属小学校5年の嘉

か
数
かず

康
こう

希
き

さんは「東
あがりーうどぅん

江御殿の屋根
の赤瓦を再現するのが難しかった。内間御殿に子どもが行っ
ても楽しめるように地下空間も作った」と話しました。

　平和事業の一環として戦争の記憶や体験を次世代に伝承す
るため、親子で町内外の戦災跡地を訪ね、戦争の悲惨さと平和
の尊さについて学習する親子平和バスツアーを開催しました。
　ツアーは昨年夕陽の広場に建立した『月桃』の歌碑からス
タートし、西原の塔など町内の戦跡を巡ったのち、糸満市に移
り沖
おきなわりくぐんびょういんのとう

縄陸軍病院之塔、魂
こんぱくのとう

魄之塔を含む計11か所の戦跡に訪れ
ました。　
　ガイドの池

いけ
間
ま

一
かず

武
たけ

さん（ニシバル歴史の会兼沖縄平和歴史ガ
イド）より戦跡についての説明や戦争体験者の証言が語られ、
参加した親子らは耳を傾け、平和への思いを胸に刻みました。
巡回コース
夕
ゆ う ひ

陽の広
ひ ろ ば

場→西
にしはら

原の塔
とう

・旧
きゅうにしはらそんやくばごうあと

西原村役場壕跡→弾
だんこん

痕の残る石
いしべい

塀→九
きゅうろくしき

六 式 一
じゅうごせんち

五 糎
榴
りゅうだんほう

弾 砲→白
しらうめのとう

梅之塔→バックナー中
ちゅうじょう

将慰
い れ い ひ

霊碑→沖
おきなわりくぐんびょういんのとう

縄陸軍病院之塔→ひめゆり
学
がくとたいさんか

徒隊散華の碑
ひ
（荒
あらさきかいがん

崎海岸）→魂
こんぱくのとう

魄之塔→平
へいわきねんこうえん

和記念公園（全
ぜんがくと

学徒の碑
ひ

）

ランニングしながら
町内パトロール

平安名はなさん
なぎなた団体・演技で全国制覇

ゲームの世界で内間御殿を創作！

親子で戦争遺跡を巡る平和バスツアー

きれいなヒマワリ咲きますように

西原町かけっこ教室
青空の下 はーえーごんごん！

小波津川がじょーとーに！

浮いて待て！
命を守る水難防止講座！

7月24日月
8月14日月

7月1日土・22日土
8月11日金・12日土

7月14日金

7月20日木・29日土

8月10日木

7月28日金、8月10日木

広報にしはら No.619 R5.9.1 広報にしはら No.619 R5.9.19 8マイナンバーカードのハガキ（交付通知書）が届いたら、早めの受取りを！

胸の上に空のペットボトルを持ち
町教職員が着衣泳を実践する様子

荒崎海岸の「ひめゆり学徒隊散華の碑」にてガイドの説明を受ける様子




